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　　 ／市長コラム

　７月14日㈯、みんなが待
ちに待った久大本線が全線復
旧しました。
　日田駅や市内の各駅でイベ
ント等が行われました。
　これからも「まち」と「ひ
と」がつながりますように。
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７
月
14
日
、
久
大
本
線

全
線
の
運
行
が
再
開
し
ま

し
た
。

　
沿
線
で
は
、
運
行
再
開

を
お
祝
い
し
、
記
念
式
典

や
沿
線
住
民
の
お
出
迎
え

イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
災
害
か

ら
約
１
年
、
み
ん
な
の
笑

顔
で
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号
を

歓
迎
し
ま
し
た
。

久大本線全線復旧久大本線全線復旧

2018. ８. １　広報ひた広報ひた　2018. ８. １ 23



市政情報ピックアップ

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９

●日田市民文化会館パトリア日田の指定管理者を募集します

●スズメバチ等の駆除費用を助成します

　日田市民文化会館パトリア日田について、平成31年４月１日からの指定
管理者を募集します。詳しくは、市ホームページをご確認ください。
※「指定管理者制度」は、「公の施設」の管理運営を法人やその他の団体が代行
　する制度です。個人での応募はできません。

▼指定管理期間　2019年４月１日～2024年３月31日（５年間）

▼募集開始日　８月１日㈬
※応募書類の受付は８月27日㈪～９月３日㈪まで。

▼公募説明会　８月14日㈫
※公募説明会申込は８月10日㈮まで。応募者は必ずお申し込みの上、参加してください。

●防災シンポジウムin日田－九州北部豪雨災害からの教訓－
　下記の日程で防災シンポジウムを開催します。
　防災についてもう一度考えてみませんか。

▼とき　　８月18日㈯　
　午後１時30分～５時

▼ところ　
　マリエールオークパイン日田

　市では、スズメバチ等の駆除にかかる費用の助成を行
っています。

▼助成対象
右の表の「スズメバチ等駆除登録業者」に委託して、
市内の建物等に営巣されたスズメバチ等の駆除を行っ
た個人又は自治会等（法人を除く）

▼助成額　
　駆除費用の２分の１
　（上限１万円、100円未満は切捨て）
※自治会による駆除は交付額限度なし。
　（一回の上限は１万円）

▼申請方法　
　駆除作業を実施した日から30日以内に交付申請書を　
　環境課に提出

▼認定要件

▼対象設備
　商品の生産若しくは販売、又は役務の提供に直接供する設備であって、生産性向上に
資する指標が旧モデル比で年平均１％以上向上する次の設備
・機械装置（最低取得価格160万円以上、販売開始時期10年以内）
・測定工具等（最低取得価格30万円以上、販売開始時期５年以内）
・器具備品（最低取得価格30万円、販売開始時期６年以内）
・建物附属設備（最低取得価格60万円、販売開始時期14年以内）

▼申請から認定までの流れ

●中小企業者の生産性向上に係る設備投資を支援します

問上下水道局経営管理課経営係☎㉒８１０１（市役所５階）

問防災・危機管理課☎㉒８３６３（市役所４階）

問環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）

■入札について
　 ▼とき　　８月31日㈮　午後２時～
　 ▼ところ　市役所２階　202会議室　
　 ▼方法　　一般競争入札　　　　　
■参加資格
・法人又は個人で、市税等を完納している人
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、
破産者でない人等

※入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必要です。

●市有地を売却します

▼スズメバチ等駆除登録業者（五十音順）

　市では、平成30年６月６日に施行した生産性向上特別措置法に基づき、市内に事業所を有する中小企業者が労働
生産性の向上（年平均３％以上）に資する設備投資を行う際に策定する先端設備等導入計画の認定申請の受付を行
います。認定を受けた場合、中小企業者が行った設備投資による固定資産税（償却資産）は３年間全額免除などの
支援を受けることができます。

項目 認定要件

計画期間

その他

３年間、４年間又は５年間のいずれかの計画であること

計画期間において、基準年度比で労働生産性が年平均３％以上
向上すること
　　　　　　　　　　　　（営業利益+人件費+減価償却費）
　　　　　　　　　　　　　　　　　労働投入量

市の先端設備等導入促進基本計画に適合し、設備等の導入が
円滑かつ確実に実施されると見込まれるもの

労働生産性の
向上の目標 【労働生産性の算定式】

認定支援機関
（商工会議所、
　商工会、
　金融機関等）

市商工労政課

工　業　会

➋事前確認を依頼

➌確認書を交付

➍証明書発行を依頼

➎証明書を交付

➐認定書を交付

➏計画申請中小企業者

➊先端設備等導入
計画策定

　詳細は下記にお問い合わ
せください。

業者名 所在地 電話番号

一ノ宮商事（有）

キソウクリエイト

（有）タイコー

ダスキン　すえたけ

中央ビル管理（株）

（有）ナノテック

蜂屋のサカイ　久留米営業所

ハチ退治し隊

（株）日田ビル管理センター

淡窓町

玉川町

誠和町

清岸寺町

南友田町

田島町

久留米市

上野町

玉川町

☎㉔２２７７

☎０９０-７４５５-３５３５

☎㉓３３３５

☎㉒６２７６

☎㉔７３６３

☎０１２０-２２-２１２６

☎０１２０-４１-８３５５

☎０８０-２６９３-０８８８

☎㉒２５２５

大山町東大山蜂退治　江藤企画 ☎52２３７６
☎０８０-５２６８-１６３６

■参加受付期間
　 ▼とき　　８月23日㈭～28日㈫　
　　　　　　午前８時30分～午後５時（土・日曜日は除く）
　 ▼ところ　市役所５階　上下水道局経営管理課経営係
■現地説明会
　 ▼とき　　８月24日㈮　
　 ▼ところ　市役所２階　202会議室
※現地説明会に参加される場合は、８月23日㈭午後５時までに
　下記へ必ず電話をしてください。
※連絡がない場合は、現地説明会は行いません。
※詳細は市ホームページをご覧ください。

▼内容
　特別講演
・題目　「行政・住民・学の協働による災害からの復旧・
　復興～朝倉市・東峰村の取り組み～」
・講師　三谷泰浩 氏（九州大学工学研究院付属アジア防災
　研究センター長）
　パネルディスカッション
・パネリスト　日田市長　他 

　

区分 所在 地目 地積 最低制限価格
土地 日田市大字小迫字小迫原 591番 6 雑種地 499㎡ 3,637,000 円
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市政情報ピックアップ

●埋蔵文化財発掘調査速報展を開催します
　平成29年度に市が行った発掘調査の成果を写真やパネルとともに
展示し、これまで市内で出土した勾玉のミニ特集展示も行います。

▼とき
　８月19日㈰～平成31年３月29日㈮
　午前９時～午後４時
※８月19日を除く土・日曜日、祝日、及び12月29日～１月３日は休館。

▼ところ
　埋蔵文化財センター展示室（萩尾公園隣接）　

▼入館料　無料

▼展示遺跡　
・日田条里遺跡下中城地区（淡窓２丁目）
・日田条里遺跡下道地区（淡窓１丁目）
・柳ノ本遺跡（若宮町）
・城下町遺跡（豆田町）
・廣瀬淡窓旧宅（豆田町）
・史跡永山城跡（丸山２丁目）
※ミニ特集展示「ひたの勾玉」もあります。

●気候変動と多発する災害～地球温暖化から子どもたちの未来を守れ～

問ひた市民環境会議エネルギー部会（事務局：環境課企画推進係）
　☎㉒８３５７（市役所２階） 問文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

▼とき
　８月17日㈮
　午後７時～８時30分

▼ところ　
　市役所７階　大会議室

▼参加料　無料
※事前申込みは不要。

　環境エネルギー政策を専門としている東北大学教授の明日香壽川氏を講師に招き環境講演会を開催します。
九州北部豪雨の被災地である日田で、気候変動と多発する災害をテーマとして、子供たちの未来を守るために
今私たちが何をすべきかについて講演します。是非、ご参加ください。

2018環境講演会

コースが新しくなりました！

あ　す　か じゅせん

▲明日香壽川 氏

つくろう！自分だけのアクセサリー
～勾玉づくり教室～

　古くから装飾品として用いられている
「勾玉」を作ってみませんか。
■とき　８月19日㈰
　１回目　午前10時～正午
　２回目　午後２時～４時
■ところ　
　埋蔵文化財センター
■対象　小学生以上
■募集数
　各20人（先着順）
■参加料
　２００円（材料費）
■申込期限
　８月15日㈬
※下記にお申し込みください。

まがたま

●第24回水郷ひたチャレンジウォーク出場者を募集します
　「42195ひたチャレンジウォーク」が新しくなり、新コースが設
定されます。ゆったりと日田市を歩いてみませんか。
　たくさんの人のご参加をお待ちしています。

▼とき　
　10月28日㈰　午前８時受付
　（９時開会式、９時30分から順次スタート）

▼ところ
　陸上競技場

▼距離
　約５ｋｍ、約13ｋｍ、約18ｋｍ

▼参加資格
　体調が良く、健康な人でウォークマナーを守れる人
※小学３年生以下は保護者同伴、介助の必要な人は介助者の同伴が必要です。

▼参加料
・大人　1500円　・高校生以下　500円　・小学生未満　無料
※保険料含む。

▼申込方法
　申込書又は専用エントリーサイトから申込み
※申込書は、体育保健課、３日以内窓口、各振興局・振興センター、
　陸上競技場、総合体育館に備え付けています。
※ＪＴＢスポーツステーションエントリーサイト
　（URL：https://jtbsports.jp/）から申込み
※右記二次元コードからお申し込みできます。

▼申込期限
　10月12日㈮

　ひた市民健活ポイント対象事業です。
競技に参加すると「行きましたよボーナス
1,000ポイント」が付きます！

問体育保健課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

▲発掘風景（城下町遺跡）

＜大会運営に参加してみませんか＞
　大会当日のボランティアを募集してい
ます。希望する人は、下記にお問い合わ
せください。

▼「部落差別の解消の推進に関する法律」について
　　部落差別（※）とは、特定の地域出身であるこ
とやそこに住んでいること等を理由に、結婚、就
職で不当な扱いを受ける等の差別を言います。
　　これまで同和問題の解消のため、様々な取組が
行われ、生活環境などの格差解消は進みました
が、今もなお部落出身を理由とする結婚差別やイ
ンターネット上に差別を助長するような情報が掲
載されるなどの問題が発生しています。このよう
な部落差別は許されないものであり、部落差別の
ない社会を実現することを目的とした「部落差別
の解消の推進に関する法律」が平成28年12月16
日に施行されました。

（※）基本的人権に関わる重大な人権問題で「同和問題」
　　とも言われます。

●８月は「差別をなくす運動月間」です

2018日田市人権講演会

▼とき　　８月22日㈬　午後７時～

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼講師　　スマイリーキクチ 氏

▼参加料　無料

▼演題　　
「インターネットに潜む危険なワナ
　加害者や被害者にならないためにすること」

問人権・同和対策課啓発推進係☎㉒８０１７（市役所別館１階）

「部落差別は過去のこと。終わったこと。」ではなく、今も存在します。
一人ひとりが同和問題を正しく理解し、自分自身の問題として向き合いましょう。
あらゆる差別を「しない・許さない」気持ちをいつもあなたの心に。

大分県では、同和対策審議会の答申が出された８月を「差別をなくす運動月間」としています。
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くらしの情報くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈭に発送します。Information ８.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

お
知
ら
せ

健
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・
福
祉

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
73
年
を
迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没
者
の
霊

を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン
を
１
分

間
吹
鳴
し
ま
す
。
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け

ん
な
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈪
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈭
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈬
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は

お
盆
前
の
８
月
５
日
を
「
開
設
日
」
と
し

ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が
あ

る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
５
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
８
月
１
日
か
ら
２
か
月
間
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
発
生
防
止
対
策
と
し
て
市
内
全

域
の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農

業
委
員
会
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
８
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
で
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所

で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母

等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し

た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父

等
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
遺
族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
　

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
日
田
杉
×
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

「
日
田
杉
×
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」
開
催
時

に
市
内
の
商
店
街
等
に
飾
る
木
材
ア
ー
ト

と
し
て
、
日
田
杉
の
う
ち
わ
制
作
を
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
自
分
だ
け
の
絵
（
ア
ー
ト
）
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

※
制
作
し
た
物
の
う
ち
、
１
枚
は
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

■
と
き
　
９
月
27
日
㈭
　
正
午
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階

■
相
談
内
容
　

・
肢
体
不
自
由
・
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
認
定
、
等
級
変
更
、
補
装

具
の
相
談

・
そ
の
他
身
体
障
が
い
者
福
祉
に
係
る
各

種
制
度
等
の
総
合
的
な
相
談

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
、
窓
口
で
の
申
込
み
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
９
月
７
日
㈮

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
と
き
め
き
作
品
展
」

出
展
作
品
募
集

　　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
１
日
㈭
〜
５
日
㈪
　

■
と
こ
ろ
　
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
ア
ト
リ
ウ

ム
プ
ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品
　
絵
画
、
工
芸
、
写
真
、

書
、
陶
芸
作
品
、
合
作

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・
者

※
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法
　
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興

局
に
備
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の
写
真

を
添
え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈮

※
振
興
局
に
申
込
む
場
合
は
８
月
24
日
㈮
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
う

子
ど
も
世
代
の
講
演
会
＆
つ
ど
い

■
と
き
　
９
月
１
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁
舎
新
館
14
階
　
大
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

※
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
内
に
託
児
有
り
。

※
大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
９
５

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
む
！

ゲ
ー
ム
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

　
小
学
３
年
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）
を

対
象
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
教
材
Ｃ

ｏ
ｄ
ｅ 

Ｍ
ｏ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
（
コ
ー
ド
モ
ン
キ

ー
）
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
本
格
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
募
集
数
　
親
子
５
組

■
参
加
費
　
無
料

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
貸
出
有
り
。

■
講
師

　
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分
／LaRaEnglishClass

※
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

生
涯
現
役
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
現
在
働
い
て
い
な
い
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
就
労
に
対
す
る
不
安
軽

減
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き

　
８
月
30
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
40
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
募
集
数
　
20
人
程
度

■
内
容
　

・
第
１
部
　
企
業
か
ら
直
接
聞
く
シ
ニ

ア
ワ
ー
ク
（
90
分
）

・
第
２
部
　
働
く
た
め
の
体
力
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
90
分
）

■
申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
年
齢
、

④
連
絡
先
を
明
記
し
大
分
県
シ
ニ
ア
雇

用
推
進
協
議
会
に
申
込
み
　

問
大
分
県
シ
ニ
ア
雇
用
推
進
協
議
会

　
☎
０
９
７
‐
５
７
６
‐
７
３
８
５

　
　

０
９
７
‐
５
７
６
‐
７
３
８
６

　
　oita-senior@

helen.ocn.ne.jp

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
24
回
　
ひ
た
三
隈
川
鮎
ま
つ
り

■
と
き
　
８
月
19
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
竹
田
公
園
内

■
内
容
　
チ
ビ
ッ
子
鮎
つ
か
み
取
り
大
会

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
対
象
。

・
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

※
小
学
校
高
学
年
対
象
。

問
三
隈
川
観
光
開
発
株
式
会
社

　
☎
㉔
０
４
２
０

　
観
光
課
観
光
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

　
　

■
職
種

・
児
童
自
立
支
援
専
門
員

・
無
線
技
術
士

■
採
用
予
定
数
　
各
１
人

■
第
１
次
選
考

　
９
月
16
日
㈰

　
大
分
県
市
町
村
会
館
（
大
分
市
）

■
申
込
期
限
　
８
月
17
日
㈮

※
詳
細
は
県
庁
受
付
等
で
配
布
の
選
考
要
領
や
大

分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

任
用
給
与
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

豪
雨
災
害
そ
の
他
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

　
被
災
し
た
人
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
悩

み
・
不
安
を
解
消
し
、
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
何
で
も
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
18
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

日
田
は
ぎ
の
園
供
養
盆
踊
り
大
会

　
か
き
氷
の
配
布
や
抽
選
会
を
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
21
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
日
田
は
ぎ
の
園

※
雨
天
決
行
。

問
盆
踊
り
実
行
委
員
会
☎
㉔
３
５
０
８

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
の
仕
事
に
関
心
が
あ
り
、
就
職
を
希

望
す
る
人
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象

と
し
た
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
25
日
㈯
　

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
総
合
体
育
館
　
剣
道
場

※
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
。

□
申
込
期
限
　

　
８
月
22
日
㈬
（
当
日
受
付
可
）

※
参
加
無
料
、
履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由
で

す
。
参
加
事
業
所
は
８
月
上
旬
頃
日
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し

ま
す
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材

バ
ン
ク
）
☎
㉔
７
０
２
６

西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
結
婚
し
、

今
年
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
を
対
象
に
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
15
日
㈯
　
午
後
１
時
開
式

　
パ
ト
リ
ア
日
田

※
50
周
年
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
表
彰

式
に
未
参
加
の
人
は
参
加
で
き
ま
す
。

※
西
日
本
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
７
１
１
‐
５
６
２
０

　
西
日
本
新
聞
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
日
田

　
☎
㉓
３
１
５
９

●「水郷ひた応援基金」のＰＲにご協力をお願いします！
　市では、市外にお住まいで「日田市を応援したい！」人から、ふるさと納税
による寄附を受け付けています。
 この寄附金は、日田市をより良くするための市政全般に活用されるだけでな
く、“自治会還流制度”によって、自治会活動にも役立てることができます。

▼自治会還流制度
　寄附する人が、特定の自治会を指定した場合、寄附額の２分の１を
「水郷ひた応援交付金」として自治会に交付する制度です。

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

ふるさと納税

▼平成29年度寄附の内訳

＜例＞日田市に 10万円の寄附をする場合

日田市を
応援するぞ！ 指

定
自
治
会

10万円寄附 市は 10 万円のう
ち５万円を指定さ
れた自治会に交付

日田市の特産品を
返礼品として送付

日
田
市

●Instagram、Twitterを始めました！
　市では、Instagram、Twitterの公式アカウントを開設しまし
た。是非「フォロー」をよろしくお願いします。
※下記二次元コードからフォローができます。

日田市公式ＳＮＳ

▼Twitter
 【公式】日田市
 （Hitacity_pr）

▼ Instagram
 【公式】日田市
 （hitacity_official）

　Instagramでは、
市のアカウントをフォロー
して日田市の素敵な写真を
「＃hita_full」を付けて投
稿してください。投稿して
いただいた人の中から写真
をピックアップして紹介し

ます！

日田市のふるさと納税制度を
詳しく説明したガイドブック

市外に住む親族・友人・知人
等に制度の周知、ご協力をお
願いします！

※ガイドブックが必要な人は、下
　記までお問い合わせください。

※この他、寄附者や寄附金の使い道
の情報をホームページで公開して
います。
　右記二次元コードから確認できま
すので、是非ご覧ください。

市政情報ピックアップ

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

 3,430件
　 181件
 1,895件
　 882件
 7,344件
 2,997件
13,551件

 62,182,100円
 11,930,000円
 28,944,000円
 15,644,000円
164,128,139円
 74,350,639円
270,898,239円

地域の活性化に関する事業
　 うち、自治会指定
森林の保全及び育成に関する事業
高齢化対策に関する事業
その他市長が必要と認める事業
　 うち、災害復旧支援　　　　　　
　　　　　　 合　計

事業区分 件数 金額
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くらしの情報次回の広報ひた８月15日号は、８月16日㈭に発送します。Information ８.１

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
、

今
年
で
73
年
を
迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
、
戦
没
者
の
霊

を
慰
め
、
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

す
る
た
め
「
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
日
時
」
と
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
に
サ
イ
レ
ン
を
１
分

間
吹
鳴
し
ま
す
。
職
場
や
家
庭
等
で
敬
け

ん
な
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
前
に
「
事
前
案
内
放
送
」

を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
８
月
６
日
㈪
　
午
前
８
時
15
分
（
広
島
）

　
８
月
９
日
㈭
　
午
前
11
時
２
分
（
長
崎
）

　
８
月
15
日
㈬
　
正
午
（
終
戦
の
日
）

「
非
核
・
平
和
図
書
」
の
活
用
を

　
淡
窓
図
書
館
で
は
、
非
核
や
平
和
に
関

す
る
図
書
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
行
政
係
　

　
☎
㉒
８
２
０
１
（
市
役
所
４
階
）

　
淡
窓
図
書
館
☎
㉒
２
４
９
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
盆
前
の
開
設
日

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
開
設
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は

お
盆
前
の
８
月
５
日
を
「
開
設
日
」
と
し

ま
す
。
（
有
料
）

　
な
お
、
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
「
埋
め
立
て
ご
み
」
が
あ

る
場
合
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
８
月
５
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
。

※
８
月
の
第
３
日
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
家
庭
ご
み
及
び
事
業
系
ご
み
　

（
許
可
業
者
搬
入
可
）
　
　
　
　

※
分
別
方
法
は
ご
み
分
別
辞
典
又
は
ご
み
収
集

日
程
表
の
裏
（
分
け
方
・
出
し
方
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
８
月
１
日
か
ら
２
か
月
間
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解
消
対
策
、

違
反
転
用
発
生
防
止
対
策
と
し
て
市
内
全

域
の
農
地
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
農

業
委
員
会
が
農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
草
刈
り
等
、
農
地
の

適
正
な
管
理
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
㉒
８
２
１
３
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
り
で
き
ま
す

■
と
き
　
８
月
26
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
の

現
況
届
は
８
月
中
に
提
出
を

　
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
で
「
現
況
届
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場
所

で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
を
行
わ
な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降
の
受
給
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

　
父
又
は
母
と
生
計
を
一
緒
に
し
て
い
な

い
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
（
以
下
「
ひ
と
り
親
家

庭
」
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
扶

養
・
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
父
母

等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
又
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た
児
童
　

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

命
令
を
受
け
た
児
童

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
及
び
父
母

の
い
な
い
児
童
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
両
方
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
扶
養
手

当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
は
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
す
る
父
、
母
又
は
そ
の
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や

障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
当
額

は
障
が
い
の
程
度
や
所
得
で
決
定
し
ま
す
。

問
①
・
②
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

　
③
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

８
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
８
月
10
日
㈮
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設

を
含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し

た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
父

等
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
と
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
遺
族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
　

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

「
日
田
杉
×
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

「
日
田
杉
×
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」
開
催
時

に
市
内
の
商
店
街
等
に
飾
る
木
材
ア
ー
ト

と
し
て
、
日
田
杉
の
う
ち
わ
制
作
を
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
自
分
だ
け
の
絵
（
ア
ー
ト
）
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

※
制
作
し
た
物
の
う
ち
、
１
枚
は
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

■
と
き
　
９
月
27
日
㈭
　
正
午
〜

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階

■
相
談
内
容
　

・
肢
体
不
自
由
・
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障

害
者
手
帳
の
認
定
、
等
級
変
更
、
補
装

具
の
相
談

・
そ
の
他
身
体
障
が
い
者
福
祉
に
係
る
各

種
制
度
等
の
総
合
的
な
相
談

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

　
電
話
、
窓
口
で
の
申
込
み
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
９
月
７
日
㈮

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

「
と
き
め
き
作
品
展
」

出
展
作
品
募
集

　　
障
が
い
者
の
文
化
活
動
発
表
の
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
１
日
㈭
〜
５
日
㈪
　

■
と
こ
ろ
　
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
ア
ト
リ
ウ

ム
プ
ラ
ザ
（
大
分
市
）

■
募
集
作
品
　
絵
画
、
工
芸
、
写
真
、

書
、
陶
芸
作
品
、
合
作

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
障
が
い
児
・
者

※
障
が
い
の
種
別
や
等
級
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法
　
社
会
福
祉
課
又
は
各
振
興

局
に
備
付
け
の
申
込
書
に
作
品
の
写
真

を
添
え
て
申
込
み

■
申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈮

※
振
興
局
に
申
込
む
場
合
は
８
月
24
日
㈮
ま
で
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
う

子
ど
も
世
代
の
講
演
会
＆
つ
ど
い

■
と
き
　
９
月
１
日
㈯

　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁
舎
新
館
14
階
　
大
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

※
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
内
に
託
児
有
り
。

※
大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
９
５

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
む
！

ゲ
ー
ム
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

　
小
学
３
年
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）
を

対
象
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
教
材
Ｃ

ｏ
ｄ
ｅ 

Ｍ
ｏ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
（
コ
ー
ド
モ
ン
キ

ー
）
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
本
格
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
と
き
　
８
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

■
募
集
数
　
親
子
５
組

■
参
加
費
　
無
料

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
貸
出
有
り
。

■
講
師

　
Ｅ
Ｃ
カ
フ
ェ
大
分
／LaRaEnglishClass

※
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

生
涯
現
役
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
現
在
働
い
て
い
な
い
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
就
労
に
対
す
る
不
安
軽

減
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き

　
８
月
30
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
40
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
募
集
数
　
20
人
程
度

■
内
容
　

・
第
１
部
　
企
業
か
ら
直
接
聞
く
シ
ニ

ア
ワ
ー
ク
（
90
分
）

・
第
２
部
　
働
く
た
め
の
体
力
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
（
90
分
）

■
申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
年
齢
、

④
連
絡
先
を
明
記
し
大
分
県
シ
ニ
ア
雇

用
推
進
協
議
会
に
申
込
み
　

問
大
分
県
シ
ニ
ア
雇
用
推
進
協
議
会

　
☎
０
９
７
‐
５
７
６
‐
７
３
８
５

　
　

０
９
７
‐
５
７
６
‐
７
３
８
６

　
　oita-senior@

helen.ocn.ne.jp

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

第
24
回
　
ひ
た
三
隈
川
鮎
ま
つ
り

■
と
き
　
８
月
19
日
㈰

■
と
こ
ろ
　
竹
田
公
園
内

■
内
容
　
チ
ビ
ッ
子
鮎
つ
か
み
取
り
大
会

・
１
回
目
　
午
前
11
時
〜

※
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
対
象
。

タ
ウ
ン
情
報

募
集

人権コラム　　心、豊かに

［夏］差別解消への日

　大分県の８月は「差別をなくす運動月間」。
毎年、県下各地で様々な啓発活動が行われてい
ますが、なぜ８月なのでしょうか？
　理由は、1965（昭和40）年８月に『同和対策
審議会答申』が出されたことによります。同和問
題の解決が国の責務であり国民的課題と謳った答
申には、部落差別は「心理的差別：差別的な言
動、偏見など」と「実態的差別：生活環境の未整
備など」に分けられると記されています。
　国は1969（昭和44）年から33年間、差別の
解消に向け「特別対策」を実施しました。様々
な取組によって生活環境などの格差解消は進
み「実態的差別」の解消には一定の成果があっ
た一方「心理的差別」に大きな変化は見えない
ままでした。にもかかわらず、特別対策の終わ
りとともに《部落差別はもう解決した》《部落
差別は過去のこと》《部落差別の存在に実感が
ない》などの意識が強まり、その結果「心理的
差別」の実態までもが見えにくくなってしまい
ました。
　そして現実…。特別対策の終了から16年が経
過した今でも結婚差別や身元調査は後を絶たず、
さらに、多くの人が利用するインターネット上で
は同和地区に向けた差別的な書き込みが行われる
など、新たな深い問題が起きています。
　そのような状況を踏まえ、2016（平成28）年
に部落差別のない社会の実現を目的とする『部落
差別の解消の推進に関する法律』が施行されまし
た。法に「現在もなお部落差別が存在する」と明
記されていることからも、差別の解消に向けた新
たな一歩として『部落差別』に対する意識を変え
ていかなければ解消への道は遠のくばかりです。
　部落差別は過去のことでも終わったことでも
ありません。今もなお差別に悩み、苦しんでい
る人がいます。大分県の８月は「差別をなくす
運動月間」です。改めて部落差別の歴史的経過
や現状について正しく理解し、差別の解消には
何が必要なのかを真剣に考える「夏」です。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

・
２
回
目
　
午
後
１
時
〜

※
小
学
校
高
学
年
対
象
。

問
三
隈
川
観
光
開
発
株
式
会
社

　
☎
㉔
０
４
２
０

　
観
光
課
観
光
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
０
（
市
役
所
３
階
）

大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

　
　

■
職
種

・
児
童
自
立
支
援
専
門
員

・
無
線
技
術
士

■
採
用
予
定
数
　
各
１
人

■
第
１
次
選
考

　
９
月
16
日
㈰

　
大
分
県
市
町
村
会
館
（
大
分
市
）

■
申
込
期
限
　
８
月
17
日
㈮

※
詳
細
は
県
庁
受
付
等
で
配
布
の
選
考
要
領
や
大

分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公
務
員
課

任
用
給
与
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

豪
雨
災
害
そ
の
他
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

　
被
災
し
た
人
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
悩

み
・
不
安
を
解
消
し
、
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
何
で
も
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
18
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

日
田
は
ぎ
の
園
供
養
盆
踊
り
大
会

　
か
き
氷
の
配
布
や
抽
選
会
を
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
21
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
日
田
は
ぎ
の
園

※
雨
天
決
行
。

問
盆
踊
り
実
行
委
員
会
☎
㉔
３
５
０
８

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
の
仕
事
に
関
心
が
あ
り
、
就
職
を
希

望
す
る
人
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象

と
し
た
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
25
日
㈯
　

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
総
合
体
育
館
　
剣
道
場

※
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
。

□
申
込
期
限
　

　
８
月
22
日
㈬
（
当
日
受
付
可
）

※
参
加
無
料
、
履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由
で

す
。
参
加
事
業
所
は
８
月
上
旬
頃
日
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し

ま
す
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材

バ
ン
ク
）
☎
㉔
７
０
２
６

西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
結
婚
し
、

今
年
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
を
対
象
に
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
９
月
15
日
㈯
　
午
後
１
時
開
式

　
パ
ト
リ
ア
日
田

※
50
周
年
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
表
彰

式
に
未
参
加
の
人
は
参
加
で
き
ま
す
。

※
西
日
本
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
式
事
務
局

　
☎
０
９
２
‐
７
１
１
‐
５
６
２
０

　
西
日
本
新
聞
エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
日
田

　
☎
㉓
３
１
５
９

イ
ベ
ン
ト

試
験

こころちゃん
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みんなで探検！私たちのまち
　６月26日、津江小学校３年生が自分たちの住む
地域をもっと知るために「校外探検」を行った。中
津江振興局で市の仕事について学習したほか、県名
勝の庭園を有する伝来寺を訪れ、寺の歴史や地域と
のつながり等について学んだ。子供たちは積極的に
質問やメモを取るなど熱心に聞き入り、いつもと一
味違う学びの時間となった。

幻の湖底にワクワク！
　６月２日、地域の人々の自由参加による「湖底ウ
ォーキング」が行われた。下筌ダムの貯水量が下が
るこの季節は、ダムの建設によって湖底に沈んだ集
落の跡が現れる。この日は、かつてこの辺りに住ん
でいた人も参加し、45年前の地域の様子や生活につ
いて当時を知らない若い世代の参加者に伝えた。期
間限定の幻の風景は、雨の季節に再び湖底に眠る。

おとな先生授業スタート！
　６月20日、小学校の授業の中で自らの仕事につ
いて語る「おとな先生」の授業が始まった。今年度
は咸宜小学校と桂林小学校をモデル校に指定し、第
１弾として咸宜小学校の４年生を対象に、水環境問
題にも取り組む土地家屋調査士が熱く語った。日田
で働く格好いい大人に、子供たちは目を輝かせ、興
味深く聞き入っていた。

みんなの笑顔でお互い元気
　６月18日、むくの木センターで、京町いまいし
元気クラブと高瀬こども園の交流会が開催された。
このクラブは、楽しい居場所づくりを目指し自主的
に週一回集まっている。この日は、園児が歌を披露
し、参加者全員で体操を行うなど世代を越えた地域
交流の場となり、会場は笑顔であふれた。今後も自
主的に活動を行い、地域の活性化を目指す。

笑顔の交流世界へ広がる
　７月５日、「フェンシング競技トレーニングキャ
ンプinひた」の選手団歓迎セレモニーが開催され
た。セレモニーでは、月隈こども園、ひまわり認定
こども園、三隈幼稚園の園児による記念品の贈呈と
歌の披露が行われた。園児からのプレゼントに各国
の選手たちから笑顔があふれ、東京オリンピックに
向け交流の輪が世界へ広がった。

地域環境保全功労者表彰を受賞
　環境大臣による本年度の地域環境保全功労者表彰
を豊後自然塾の塾頭の佐藤仁藏さんが受賞した。佐
藤さんは、日田市に原生する自然や植物生態系等の
自然史の調査・研究に長年にわたり取り組むととも
に、自然体験が少なくなった子供たちを憂慮して豊
後自然塾を開講し、子供たちの育成と指導者の養成
に尽力されている。

中津江

前津江 日田

声掛けが地域を守る
　前津江町の集落支援員２人は、梅雨、台風前に高
齢者宅を訪問し、困っていることや手助けをしてほ
しいことがないか「声掛け訪問」を行っている。こ
の訪問によって地域住民と触れ合い、避難場所や避
難時の対応などの確認も同時に行っている。
　「声掛け」が、見守り対策や災害時の避難行動に
大事な役割を果たしている。

農家の先生から学ぶ米作り
　６月25日、前津江小学校の全校児童が大野地区
の農家で田植え体験を行った。この体験は今年で５
年目となり、日頃食べるお米がどのように出来るの
かを農家の「先生」から学んだ。
　秋には自分たちで植えたお米を収穫する予定。田
植えや稲刈りを実際に行うことで、米作りの大変さ
や実りの喜びなどを体験する。
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親子リトミック教室♪in上津江
　６月26日、ＮＰＯ法人リトミック研究センターの
熊谷れい子さんを講師に招き、すぎっ子こども園、
なかつえ保育園園児による親子リトミック教室が開
催された。参加した親子は、オルガンの音と掛け声
に合わせて体を動かした。園児は毎年、リトミック
を行っているが、保護者は今回が初めて。最初は緊
張気味だった保護者も最後は笑顔がこぼれていた。

昔の遊びに大興奮！！
　６月25日、昔ながらのおもちゃを通して津江小
学校の児童と、地域の高齢者が触れ合う交流会が津
江小・中学校で開催された。上・中津江地区の高齢
者が25人参加し、児童たちと一緒に給食を食べ
た。その後、竹馬や竹とんぼ、おはじき等、昔なが
らの遊びを教わり、今ではなかなかできない遊びを
体験し、子供たちにとって楽しい一日となった。

田植え後の楽しみ
　６月24日、出口コミュニティーセンター（出口
交流館「えびす」）で、第６回さなぼり寄席が開催
された。「田植え後の一休み」として始まったさな
ぼり寄席に、林家なな子さんと県南落語組合が出演
した。この日を楽しみにしていた人も多く、会場に
は笑い過ぎて涙が出る人もいた。地域の人々が交流
し、たくさん笑った一日となった。

自然の中でいっぱい遊ぼう
　６月16日～17日に、旧桜竹小学校で「こどもの
かくれが」が開催された。参加した親子は、とうも
ろこしの種を植えたり、田植えをした。旧桜竹小学
校の野外炊飯場で、薪で炊いたご飯を食べ、校内の
温泉に入り、蛍を見て楽しんだ。子ども村プロジェ
クトが主催し、地元の人々が講師となり、自然の体
験や生活などを教えた。

大山

天瀬

上津江

いざという時、どう逃げる？
　６月３日、平成30年度大山地区総合防災訓練が
実施された。この訓練は、自主防災組織による避難
や関係機関との連携確認等を目的に、本格的な梅雨
を前に毎年行われている。
　今年は1,366人が参加し、自主防災組織ごとの避
難経路や役割分担等を確認した。大雨を想定した訓
練は、命を守るためにどう動くのか、安否確認はど
うするのか等、自助と共助の間を埋める近助力を高
めるコミュニケーションの場ともなった。また、消
防団は河川氾濫を想定し、土のうとブルーシートを
使った水防訓練を行った。

楽しく語らう和やかなひととき
　６月11日、老松コミュニティセンターで「ふれ
あいサロン老松」が開かれた。地区の民生委員とボ
ランティアが地元の高齢者を招き、毎年春と秋に開
催している。満開のあじさいが飾られた会場には、
保健師の健康相談コーナーを設置。温かい雰囲気の
中、参加者は認知症や防犯についての話を聴き、談
笑しながらスタッフ手作りの昼食を楽しんだ。

花いっぱいで笑顔もいっぱいに
　都築地区で長年続いている「花いっぱい運動」。
今年も６月10日に、子ども会や自治会役員を中心
に地区住民40人が参加し、生活道路沿いに色とり
どりの花苗を植えた。参加者の中には、子供の頃か
ら大人になった今も参加している人もいた。幅広い
世代が楽しく作業した明るく花いっぱいの景観は、
気持ちを豊かにし、笑顔でいっぱいとなった。
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図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　８月11日㈯　
　午後３時～３時30分
　８月25日㈯
　午前11時～11時30分
□ところ
　児童コーナー

  

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①たらおさは１～２日水につけ、柔らかくもどし、よくもみ洗いする。
　（臭みが強いので、つける水はこまめにとりかえる）
②柔らかくなったら食べやすい大きさに切る。
③鍋にたらおさと水を入れ、柔らかくなるまで煮る。
　（沸騰したら一度煮汁を捨て、水を入れ替えて煮ると臭みが減る）
④柔らかくなったら煮汁を捨て、鍋にたらおさと調味料と輪切りにした赤唐
辛子を入れ、中火で煮詰める。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

■材料■　（４～６人分）
たらおさ　　　　　　　　　２本
砂糖　　　 　　　　　大さじ５

　お盆の定番料理である「たらおさ」には、内陸部の日田で海の魚をおいしく食
べるための昔の人の知恵がたくさん詰まっています。それぞれの家庭に伝わる味
付けは少しずつ異なり、一緒に煮る食材も干しタケノコ、こんにゃく、さとい
も、ごぼうなど家庭によって様々です。

　廣
瀬
淡
窓
が
開
い
た
私
塾
咸
宜
園
。
昨

年
、
創
設
二
百
年
を
迎
え
様
々
な
行
事
や

事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
周
知
の
よ
う

に
咸
宜
園
に
は
全
国
か
ら
五
千
人
も
の
若

者
が
入
門
し
、
近
世
日
本
最
大
の
私
塾
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　咸
宜
園
を
め
ぐ
っ
て
は
、
水
戸
市
の
弘

道
館
、
足
利
市
の
足
利
学
校
、
備
前
市
の

閑
谷
学
校
と
咸
宜
園
を
結
ん
で
「
近
世
日

本
の
教
育
遺
産
群
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
近
世
日
本
の

教
育
遺
産
群
」
が
平
成
二
十
七
年
に
新
設

さ
れ
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
の
は

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

　咸
宜
園
で
は
、
塾
生
た
ち
を
勉
学
一
筋

の
日
課
か
ら
、
一
時
開
放
し
休
講
と
す

る
「
放
学
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
咸
宜

園
の
子
弟
は
、
こ
の
放
学
の
日
に
日
田
盆

地
周
辺
の
野
山
へ
「
遊
山
」
に
出
か
け
ま

し
た
。
そ
れ
は
山
紫
水
明
の
郷
土
日
田
の

自
然
や
文
化
遺
産
を
活
用
し
た
教
育
と
い

う
意
味
で
咸
宜
園
教
育
の
特
色
の
一
面
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。
本
欄
で
こ
れ
ま

で
26
回
に
わ
た
り
、
淡
窓
の
「
日
記
」
や

自
伝
『
懐
旧
楼
筆
記
』
を
紐
解
き
な
が

ら
、
こ
れ
ら
「
放
学
・
遊
山
」
の
対
象
地

を
訪
ね
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
淡
窓
の
詩
文

な
ど
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
咸
宜
園
開
塾
二
百
年
が
あ
け
た
今
年
度

か
ら
は
、
改
め
て
「
教
育
」
、
つ
ま

り
「
場
」
と
し
て
の
咸
宜
園
の
原
点
に
立

ち
帰
っ
て
、
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
を
め
ぐ

る
「
人
」
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
い
ま

す
。　近

世
日
本
を
代
表
す
る
私
塾
咸
宜
園
。

そ
の
偉
大
な
指
導
者
で
あ
っ
た
廣
瀬
淡

窓
。
そ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
様
々

な
「
人
」
が
登
場
し
ま
す
。
淡
窓
の
「
日

記
」
や
自
伝
に
は
そ
う
し
た
人
と
人
と
の

出
会
い
や
交
流
の
様
子
が
具
に
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
咸
宜
園
の
門
を
叩
き
、

こ
こ
で
学
び
巣
立
っ
て
い
っ
た
五
千
に
及

ぶ
門
下
生
た
ち
。
そ
の
中
に
は
後
に
日
本

と
地
域
の
歴
史
に
名
を
残
し
た
人
も
数
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
淡
窓
の
生

家
廣
瀬
家
の
人
々
。
淡
窓
の
父
三
郎
右
衛

門
、
伯
父
月
化
、
妹
秋
子
、
淡
窓
に
代
わ

っ
て
豪
商
廣
瀬
家
の
家
督
を
継
い
だ
弟
久

兵
衛
、
永
く
大
阪
・
江
戸
に
住
ん
で
、
優

れ
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
た
末
弟
旭
荘
。

こ
れ
ら
世
に
「
廣
瀬
八
賢
」
と
し
て
知
ら

れ
る
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
淡
窓
の
人
格
形

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
家
族
で
し

た
。
加
え
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
淡

窓
と
咸
宜
園
を
物
心
両
面
、
有
形
無
形
の

協
力
・
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
日
田
の

町
や
村
の
人
々
の
存
在
で
す
。
淡
窓
の
日

記
や
自
伝
に
は
、
そ
う
し
た
人
々
と
の
交

わ
り
の
詳
細
も
具
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
淡
窓
と
当
時
全

国
で
知
ら
れ
た
儒
学
者
、
文
人
・
画
家
た

ち
と
の
出
会
い
や
交
流
で
す
。
頼
山
陽
、

田
能
村
竹
田
、
帆
足
万
里
を
は
じ
め
多
く

の
先
哲
が
直
接
・
間
接
に
淡
窓
・
咸
宜
園

と
交
流
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
次

回
か
ら
、
淡
窓
の
日
記
・
自
伝
を
紐
解
き

な
が
ら
、
淡
窓
・
咸
宜
園
を
め
ぐ
る
人
と

人
々
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
淡

窓
と
全
国
の
著
名

な
儒
学
者
、
文
人

た
ち
と
交
わ
り
に

つ
い
て
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編１）　
　　淡窓・咸宜園と交流のあった人々

たんそうさん

廣瀬淡窓

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊

新刊情報

パパはわるもの
チャンピオン
藤村享平／脚本、
板橋雅弘／著　
岩崎書店
　

　2018年９月公開映画のノベライ
ズ。「わるものをしているパパなんて、
大嫌いだ」。息子に仕事を知られて困惑
するパパ、孝志。パパの仕事を知って絶
望する息子、ショータ。どうしても伝え
たい、男同士のたいせつなこと。働く大
人たちに捧げる感動の物語。

１
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2928

７
14
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９
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23
30

４
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27

６
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26

５
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19

土日 月 火 水 木 金

８月の休館日（○…休館日）

10
17
24
31

３

大好き図書館！

つ
ぶ
さ

図書館を上手に活用し、
　自由研究や調べ学習をしてみませんか？

たらおさ

　図書館では下記の設備があります。上手に活用して、調べ物を
してみませんか。

心の架け橋

　日田市障がい者計画策定時での市民向けアンケート
で、８割の人が「障がいのある人に対して偏見や差別
があると思う」と回答し、６割の人が「障がいのある
人が偏見や差別を受けている場面を見たことがある」
と回答しています。みなさんは、この数をどう感じま
すか。日本では、平成28年に「障害者差別解消法」
が施行され、この法律では「不当な差別的取扱いの禁
止」と「合理的配慮の提供」を求めています。
 「不当な差別的取扱い」とは、サービスの提供等に
ついて障がいを理由とし、障がいのある人を障がいの
ない人よりも不利に扱うことです。例えば「車いすに
対応できないから店舗に入れない」「障がい者だから

学校の受験や入学を拒否される」「介助犬の入店を断
られる」こういった身近なところで差別が起こってい
ます。こうした場合は、障がいのある人もない人も平
等な機会を確保するために配慮が必要です。それを
「合理的配慮」といいます。障がいの状況や場面によ
って、必要となる配慮は異なります。合理的配慮はあ
くまでも「できる範囲」で行うことが前提です。
　みなさんも、困っている人を見かけたら、声をかけ
てみることから始めてみてはどうでしょうか。そし
て、無理なく「できることから」配慮を行うことで助
かる人がきっといるはずです。誰もが暮らしやすい日
田市にしていきましょう。

障害者差別解消法～できることから～

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０

 図書館の便利な設備

■夏休みイベント（８月12日まで）
「夏休みスタンプラリー」や「一行怪談」など、８つの
イベントを開催

※詳細は図書館で配布しているチラシをご覧ください。

➊自由研究に役立つ
　百科事典や図鑑 ➋しらべものコーナー

➌館内検索用パソコン、
　インターネットパソコン ➍学習室（２階会議室を開放）

コ ラ ム

濃口しょうゆ　 　　　　大さじ５
料理酒　　　　　　　 　大さじ３

みりん　　　　　　　　大さじ３
赤唐辛子　　　　　　      　 １本

この夏

➎読書感想画コンクール指定図書、
　読書感想文コンクール課題図書の貸出
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成30年６月30日現在） 

■人口　
　66,127人
　（前月比-77人）
・男　31,311人
・女　34,816人
■世帯数
　27,317世帯

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　８月の主な催し　　

天瀬児童館　☎57８９２２

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●お誕生会
　７日㈫　10:00～12:00
●リトミック
　９日㈭　10:00～11:00
●おしゃべりタイム
　23日㈭　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●フレンズデイ（土曜開放日）
　18日㈯　９:30～12:00
●よちよちルーム
　「なんでもお話し会」
　20日㈪　11:00～12:00　
★夕涼み会
　25日㈯　18:30～
　場所:丸の内こども園園庭
　　（雨天時:こども園ホール）

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●お水で遊ぼう
　６日㈪　11:00～12:00
★ピラティス
　21日㈫　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　23日㈭　11:00～12:00
●身体計測
　30日㈭　11:00～12:00

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★そうめん流し
　７日㈫　10:30～11:45
●おしゃべりクラブ
　14日㈫　13:30～15:00
★親子クッキング
　家族みんなでクッキングしましょう
　18日㈯　10:00～12:00
★ママヨガ
　28日㈫　13:30～15:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ８
　10月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　９月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

み
五島こな実ちゃん
（２歳・財津町）

ひなた
佐々木陽向ちゃん
（２歳・刃連町）

きっぺい
秋吉桔平ちゃん
  （１歳・新治町）

武内美月ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

みつきり の  か
日隈麗乃華ちゃん
（１歳・田島町）

かんな
江上栞央ちゃん
（１歳・吹上町）

相良颯仁ちゃん
（２歳・大山町西大山）

はやと

江田怜敏ちゃん
（２歳・天瀬町女子畑）

ときはる

後藤夏奈ちゃん
（１歳・清水町）

な  な

小野柚葉ちゃん
（１歳・丸山２丁目）

ゆずは

小

乳

小

いちは
梶原一葉ちゃん
（１歳・竹田新町）

あいり
判田愛梨ちゃん
（１歳・夜明中町）

すずね
一安涼音ちゃん
（１歳・刃連町）

りょうた
熊谷涼太ちゃん
（１歳・新治町）

　　　

さく
本多 朔ちゃん
（２歳・前津江町大野）

い ろ は
西五郎八ちゃん
（３歳・亀山町）

りん りゅうせい
平野竜成ちゃん
（２歳・城内新町）

森本陽日人ちゃん
（１歳・誠和町）

ひ び と
江藤 凛ちゃん
（１歳・清水町）

あつし
和田 淳ちゃん
（３歳・大鶴町）

　★チャレンジキッズ
　ＩＨ体験クッキング
　８日㈬　10:30～
　夏休み工作
　17日㈮　10:30～
　お話し会
　23日㈭・30日㈭　11:00～
　３Ｂ体操
　28日㈫　11:00～

　作って遊ぼう
　23日㈭　10:30～11:30
●異年齢交流
　25日㈯　10:30～11:30　
　すくすく相談
　歯科衛生士による歯科相談
　31日㈮　10:00～11:30
※母子手帳を持参してください。

　おしゃべり広場
　８日㈬　10:30～
　お話し会
　22日㈬　10:30～
　レクリエーション
　25日㈯　10:30～
　びっくりバルーンを作ろう
　29日㈬　10:30～
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
７
月
14
日
、
待
ち
に
待
っ
た
久
大
本
線
の
全
線
復
旧
で

す
。
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
流
出
し
た
花
月

川
橋
梁
が
、
１
年
ぶ
り
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
し
ま
す
と
昨
年
、
あ
の
頑
強
な
鉄
橋
が
流
出

し
た
と
の
報
告
を
受
け
た
時
は
、
一
昨
年
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
続
き
、
観
光
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
、
絶
望
に
も
似
た
〝
衝
撃
〞
を
受
け
た
事
を
思
い
出

し
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
１
年
。
当
初
３
年
は
か
か
る
と
さ
れ
て
い
た

復
旧
工
事
が
、
国
の
特
例
措
置
で
早
期
復
旧
に
こ
ぎ
着

け
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々

の
ご
尽
力
に
は
、
感
謝
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
利
用

し
な
い
方
々
も
、
失
っ
て
初
め
て
鉄
道
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
〝
目
に
見
え
る
形
〞
で
復
旧
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。

　
10
月
に
は
、
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１

８
、
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
来
年
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
が
、
そ
し
て
２
０
２
０
年
に
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
に
と
っ
て
も
日
本
に
と
っ
て
も
未
来
を
展
望
で

き
る
よ
う
な
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
据
え
、
復
興
に

向
け
歩
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
九
州
北
部
地
方
は
７
月
９
日
に
梅
雨
明
け
が
発

表
さ
れ
、
い
よ
い
よ
日
田
特
有
の
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
特
に
暑
く
、
連
日
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の

中
、
野
菜
や
果
実
へ
の
被
害
が
出
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
先
月
の
〝
平
成
30
年
７
月
豪
雨
〞
の
発
生
は
、

ま
れ
に
見
る
広
域
災
害
で
あ
り
、
秋
以
降
の
九
州
経
済
、

特
に
観
光
産
業
に
は
大
き
な
不
安
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
出
水
期
は
続
き
ま
す
。
台
風
の
襲
来
も
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
こ
そ
、
災
害
の
無
い
こ
と
を

願
い
、
こ
の
〝
猛
暑
〞
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

55

ものづくり
　　　体験教室
■とき
　午前10時～
　（受付：午前９時30分～先着順）
■内容
　銅板レリーフ・ふえ、ミニぞうけい、
　工芸たたみ、しっくいだんご、
　ミニついたて、本立て、
　ＬＥＤあんどん（20人）、
　木のおもちゃづくり（20組）
　※その他は各30人です。

参加料
無料

体育館シューズ
を持参

▲本立て

▲銅板レリーフ

▲しっくいだんご

■とき　　８月19日㈰
　　　 　午前８時30分～（開会式）
■ところ　総合体育館
■主な行事内容
・技能功労者表彰
・ひた伝統技能マイスター認定式
・技能競技
　（建築大工、配管、電工、左官、
　日田共同高等職業訓練校）
・実演、展示
　（建築板金、表具、建築塗装、
　建具、畳　他）
・苗の無料配布
・のみの市
・包丁研ぎのサービス（～正午）
・おたのしみ抽選会

親子で楽しく
夏休みの工作を作って
みませんか？

第38回日田市

技能大会

問日田市技能大会実行委員会事務局（商工労政課 雇用・労働環境係）
　☎㉒８２３９（市役所３階）

1184
発
行
／
日
田
市
　
　
　
 〒
877－

8601　
大
分
県
日
田
市
田
島
２
丁
目
６
番
１
号
　
　
　
　
　
　
　
 日
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.hita.oita.jp/
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